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今月の表紙 2019.8.24

奥会津ロックフェスティバルファイナル
8 月 24 日（土）、昭和村大芦・奥会津昭和の森キャンプ場を会場に開催された「奥会津ロックフェスティバル」。

昨年に続き昭和村での開催は、2 回目。2012 年から始まったこのイベントも今年でファイナル。
同時開催の「うまいもんフェア」と「ハンドメイドフェア」も賑わい来場者数は、1,900 人。トリを務める、

Monkey Majik がステージにあがると、会場の盛り上がりはピークに達し、8 年間の歴史に幕を下ろした。
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村のデキゴト
occurrence

８
月
20
日
、
村
長
室
に
お

い
て
、
守
岡
会
津
地
方
振
興

局
長
が
来
庁
さ
れ
、
令
和
元

年
度
個
人
県
民
税
優
良
村
知

事
感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
感
謝
状
は
、
平
成

30
年
度
の
個
人
県
民
税
の
徴

収
率
が
前
年
度
を
上
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。

齋
藤
正
志
さ
ん

防
犯
功
労
者
表
彰

野
鳥
の
写
真
寄
贈

個
人
県
民
税
優
良
村

知
事
感
謝
状

県
ス
ポ
会
津
大
会
３
位

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

８
月
９
日
、
村
長
室
に
お

い
て
、
齋
藤
正
志
さ
ん
（
喰

丸
）
に
東
北
管
区
警
察
局
長
・

東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会

長
連
盟
表
彰
「
東
北
管
区
防

犯
功
労
者
表
彰
」
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
齋
藤
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
防
犯
指
導

隊
と
し
て
の
防
犯
広
報
・
指

導
活
動
や
、
自
営
業
で
、
高

齢
者
宅
へ
伺
っ
た
際
の
防
犯

の
呼
び
か
け
な
ど
、
長
年
に

わ
た
る
地
域
防
犯
活
動
の
功

績
が
讃
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

８
月
15
日
、
交
流
・
観
光

拠
点
施
設
「
喰
丸
小
」
で
野

鳥
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い

た
山
内
博
之
さ
ん
（
喰
丸
出

身
・
茨
城
県
在
住
）
が
来
庁

さ
れ
、
自
身
が
撮
影
し
た
村

の
鳥
で
も
あ
る
「
ヤ
マ
ガ
ラ
」

の
写
真
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

頂
い
た
写
真
は
、
村
長
室

の
応
接
ブ
ー
ス
内
に
掲
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

８
月
４
日
、
西
会
津
町
に

お
い
て
、
第
72
回
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
会
津
地
域
大
会

の
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熱
気
の
充
満
す
る
会
場
に

お
い
て
多
く
の
声
援
を
受

け
、
結
果
は
第
３
位
で
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

８
月
21
日
〜
23
日
ま
で
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
小
学
生
13
名
、
中
学
生

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

福
島
大
学
の
阿
内
准
教
授

と
大
学
３
年
生
５
名
が
協
力

し
て
、
家
庭
教
師
の
よ
う
に

個
別
に
子
供
た
ち
の
質
問
に

答
え
た
り
、
勉
強
を
教
え
た

り
し
ま
し
た
。

勉
強
の
他
に
も
、
泥
団
子

作
り
や
マ
イ
箸
作
り
を
通
し

て
交
流
を
図
り
、
大
学
生
と

の
有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご

し
ま
し
た
。
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occurrence
村のデキゴト

姉
妹
都
市
草
加
市
か
ら

自
然
教
室
４
校
・
３
７
９
名
が
来
村

７
月
24
日
か
ら
お
盆
期
間

を
除
く
、
８
月
22
日
ま
で
の

約
１
ケ
月
の
間
に
、
姉
妹
都

市
の
埼
玉
県
草
加
市
か
ら
、

小
学
校
４
校
計
３
７
９
名
の

児
童
が
自
然
教
室
で
来
村
し

ま
し
た
。

自
然
教
室
で
は
、
昭
和
村

で
し
か
で
き
な
い
「
か
ら
む

し
織
の
し
お
り
づ
く
り
」
や
、

「
か
す
み
草
の
染
色
」、「
矢

ノ
原
湿
原
散
策
」、「
じ
ゃ
が

い
も
収
穫
」
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
定
番
の
野
外
で

の
カ
レ
ー
作
り
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
満
喫
し

ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
村
道

の
交
通
規
制
や
、
し
ら
か
ば

荘
の
日
帰
り
入
浴
時
間
の
制

限
な
ど
、
大
変
不
自
由
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
20
日
、
村
社
会
福
祉

協
議
会
と
公
民
館
「
少
年
教

室
」
合
同
の
、
子
ど
も
夏
休

み
交
流
事
業
が
栃
木
県
日
光

市
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
・

中
学
生
と
保
護
者
等
、
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク

ウ
ェ
ア
」
で
は
、
精
密
に
再

現
さ
れ
た
、
世
界
各
国
の
有

名
な
建
築
物
や
世
界
遺
跡
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
数
々
を
巡
り

ま
し
た
。
展
示
物
の
中
の
人

形
や
乗
り
物
が
動
く
ユ
ニ
ー

ク
な
仕
掛
け
も
施
さ
れ
て
あ

り
、
子
ど
も
達
は
興
味
津
々

な
様
子
で
、
一
日
で
巡
る
世

界
一
周
旅
行
を
楽
し
み
ま
し

た
。ま

た
「
日
光
お
か
き
工
房
」

で
は
、
手
焼
き
煎
餅
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
白
い
お
煎
餅
の

生
地
を
丁
寧
に
ひ
っ
く
り
返

し
な
が
ら
こ
ん
が
り
焼
い
て

お
醤
油
に
浸
し
、
香
ば
し
い

美
味
し
そ
う
な
お
煎
餅
が
完

成
し
ま
し
た
。
残
り
少
な
く

な
っ
た
夏
休
み
の
一
日
を
友

達
と
一
緒
に
満
喫
し
、
楽
し

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
９
日
、
昭
和
村
役
場

に
お
い
て
、
詐
欺
被
害
を
防

止
・
啓
発
す
る
た
め
の
ハ
ガ

キ
の
配
達
出
発
式
が
行
わ

れ
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、

村
長
か
ら
山
内
喰
丸
郵
便
局

長
に
ハ
ガ
キ
が
手
渡
さ
れ
、

郵
便
局
員
が
そ
の
後
配
達
に

向
か
い
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
に
は
、
近
年
、
会

津
管
内
で
増
加
し
て
い
る
詐

欺
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
夏
休
み
交
流
事
業

詐
欺
被
害
防
止

啓
発
ハ
ガ
キ
を
発
送
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reading
読みもの

夏
の
来
客

夏
は
、
生
業
の
か
す
み
草

や
草
花
栽
培
の
た
め
朝
4
時

か
ら
夜
10
時
こ
ろ
ま
で
、
作

業
が
継
続
し
、
様
々
な
行
事

等
に
は
参
加
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
。
一
方
、
奥
会
津
の

生
活
文
化
や
、
か
ら
む
し
栽

培
等
を
見
学
す
る
人
た
ち
が

多
く
来
村
さ
れ
る
。

８
月
13
日
の
午
前
９
時
か

ら
11
時
頃
ま
で
、
14
名
の
来

客
が
大
岐
の
自
宅
北
の
作
業

小
屋
に
あ
っ
た
。
父
が
刈
り

剥
い
だ
か
ら
む
し
を
、
妻
が

花
栽
培
の
合
間
に
引
い
て
い

る
が
、
そ
れ
を
見
学
す
る
た

め
の
来
訪
で
あ
っ
た
。

佐
倉
の
か
ら
む
し
工
芸
博

物
館
の
松
尾
学
芸
員
が
同
行

さ
れ
た
が
、
彼
は
東
京
の
明

治
大
学
の
出
身
で
あ
る
。
今

回
訪
問
者
は
同
大
学
の
鞍
田

崇
さ
ん
が
引
率
す
る
都
内
の

複
数
の
大
学
生
・
院
生
等
で

あ
る
。
か
ら
む
し
引
き
を
見

学
し
た
あ
と
、
奥
会
津
の
生

活
文
化
に
つ
い
て
、
懇
談
し

終
え
た
。

鞍
田
さ
ん
は
前
職
の
京
都

の
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
（
地
球
研
）
勤
務
時
代
に
、

焼
畑
の
共
同
研
究
の
事
務
局

を
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
村
の

か
ら
む
し
焼
き
に
つ
い
て
も

現
地
調
査
に
来
て
い
る
。
初

訪
は
２
０
０
８
年
４
月
の
こ

と
で
、
福
島
県
立
博
物
館
の

佐
々
木
長
生
学
芸
員
の
案
内

で
大
芦
の
五
十
嵐
初
喜
さ
ん

宅
等
を
訪
問
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
村
で
は
当
時
の
博
物
館

担
当
の
平
田
尚
子
さ
ん
が
共

同
研
究
者
と
し
て
論
文
を
上

梓
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
か
ら
む
し
生
産

技
術
保
存
協
会
の
事
務
局
の

舟
木
由
貴
子
さ
ん
と
の
縁
で
、

２
０
１
３
年
か
ら
た
び
た
び
、

学
生
と
一
緒
に
昭
和
村
を
訪

ね
て
い
る
。

今
年
は
８
月
５
日
、
８
月

12
日
、
８
月
24
日
と
３
回
に

分
け
十
数
名
が
、
数
日
滞
在

し
奥
会
津
各
地
（
奥
会
津
博

物
館
、
三
島
町
の
編
組
工
芸

等
）
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
野
外
調
査
）
し
て
い
る
。

拠
点
は
喰
丸
の
体
験
住
宅
と

な
っ
て
い
る
。
明
治
大
・
お

茶
の
水
大
・
立
教
大
・
上
智

大
・
東
京
芸
術
大
・
東
京
造

形
大
・
秋
田
公
立
美
術
大
等

か
ら
の
参
加
者
で
、
隣
国
か

ら
の
留
学
生
や
一
般
人
、
高

校
生
も
含
ま
れ
る
。

８
月
25
日
に
会
津
坂
下
町

塔
寺
の
ほ
ん
の
森
で
、
会
津

学
研
究
会
の
例
会
が
あ
り
、

そ
れ
に
も
参
加
さ
れ
た
。
こ

の
報
告
者
は
地
球
研
の
嶋
田

奈
穗
子
さ
ん
で
、
大
芦
の
畑

小
屋
の
２
０
１
８
年
の
閉
村

ま
で
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

参
加
者
の
専
門
は
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
る
こ
と
、
昭
和
村

の
人
々
の
い
と
な
み
、
様
々

な
生
業
と
、
か
つ
て
行
わ
れ

て
い
た
生
業
と
自
然
環
境
へ

の
関
心
が
高
い
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
、
小
野
川
分
校
に

所
蔵
し
て
い
る
民
具
資
料
の

一
部
が
喰
丸
小
に
今
年
か
ら

展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

か
つ
て
の
基
層
文
化
の
具
体

的
な
実
像
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
、
と
い
う
感
想
も
多

か
っ
た
。

夏
は
、
昭
和
村
で
の
、
か

ら
む
し
引
き
の
セ
ツ
（
節
）

で
、
ア
ジ
ア
各
国
で
現
在
も

同
じ
繊
維
植
物
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
を
な
が
め
て
み
る

と
、
諸
民
族
が
栽
培
、
あ
る

い
は
自
生
植
物
に
働
き
か
け
、

身
近
な
材
料
を
道
具
（
利
器
）

と
し
て
必
要
と
す
る
繊
維
を

取
り
出
す
こ
と
が
続
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
基
層
文
化
を

日
本
で
確
認
で
き
る
こ
と
が

昭
和
村
の
魅
力
と
な
っ
て
い

る
。今

年
の
７
月
の
は
じ
め
に

は
京
都
か
ら
３
名
の
来
客
が

あ
り
、
中
国
奥
地
か
ら
隣
接

す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
モ
ン
族

の
、
ア
サ
を
カ
ラ
ッ
パ
ギ
の

ま
ま
民
族
衣
装
に
す
る
こ
と

を
聞
い
た
。
緑
色
を
し
た
繊

維
を
裂
い
て
撚
り
継
ぎ
、
糸

に
し
て
布
に
織
る
。
か
ら
む

し
の
カ
ラ
ッ
パ
ギ
（
外
皮
）

と
同
じ
く
、
そ
の
ま
ま
ア
サ

で
も
利
用
し
て
い
る
民
族
が

い
る
…
こ
れ
に
は
原
初
性
を

見
る
。
た
だ
栽
培
の
法
的
規

制
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

【
連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
69
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長












